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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の分離した領域内の二重織物層と、第２の分離した領域に配置された少なくとも１
つの単一織物層とを備え、
　前記二重織物層と前記単一織物層とは中間部で接し、前記単一織物層は前記中間部に隣
接する２つずつのななこを有するななこ織り模様を部分的に備えており、
　前記中間部に隣接して位置する前記ななこ織り模様は、多くとも総計１２本の糸の幅で
あり、
　更に、前記第２の分離した領域は湾曲している、
ことを特徴とする膨張可能な織物。
【請求項２】
　前記膨張可能な織物内の前記単一織物層は、１つ又はそれ以上の前記ななこ織り模様だ
けで形成されている、ことを特徴とする請求項１に記載の織物。
【請求項３】
　前記単一織物層は、二重織物層でなる離隔領域で隔てられる少なくとも２つの部分を備
える、ことを特徴とする請求項１に記載の織物。
【請求項４】
　前記離隔領域は偶数本の横糸を含む、ことを特徴とする請求項３に記載の織物。
【請求項５】
　前記中間部に隣接して位置する前記単一織物層の前記ななこ織り模様は、４本の糸の幅
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である、ことを特徴とする請求項１に記載の織物。
【請求項６】
　第１の分離した領域内の二重織物層と、第２の分離した領域に配置された少なくとも１
つの単一織物層とを備え、
　前記単一織物層は、二重織物層でなる偶数本の横糸を含む離隔領域で隔てられる少なく
とも２つの部分を備えており、
　前記二重織物層と前記単一織物層とは中間部で接し、前記単一織物層は前記中間部に隣
接する２つずつのななこを有するななこ織り模様だけで形成されており、
　前記中間部に隣接して位置する前記単一織物層の前記ななこ織り模様は、４本の糸の幅
であり、
　更に、前記第２の分離した領域は湾曲している、
ことを特徴とする膨張可能な織物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、１９９９年９月２４日に出願された米国特許出願第０９／４０６，２６４号
の継続出願である。
　本発明は、二層の領域と、単一層の織物で形成される連結部すなわち「継ぎ目」とを備
えたすべて織られている膨張可能な織物に関する。このような単一織物層は、ななこ織り
模様の利用によってのみ構成される。これら特定の単一織物層は、膨張可能な織物の膨張
時に糸ずれが発生する可能性を小さくすることにより織物物品全体の空気透過性を減少さ
せる有効な方法を提供する。また、前記第１の単一織物層に隣接し、かつ、狭い二重織物
層によって隔てられた少なくとも１つの第２の単一織物層領域の存在は、前記第１の単一
織物層領域における糸ずれの可能性をさらに小さくすることができる。このような織物は
、織物膨張が望まれるか又は必要とされる多数および種々の用途において利用可能である
。特に、本発明の織物は、エアバッグクッションに組み込まれてもよい。
【背景技術】
【０００２】
　特記されるすべての米国特許は、参照によりここに十分に組み込まれている。
　乗客乗物に使用される膨張可能な保護クッションは、比較的複雑な受動的制止装置(pas
sive restraint system)の構成要素である。これらの装置の主要な要素は、衝撃感知装置
、点火装置、推進剤、付属装置、装置の囲い、および、膨張可能な保護クッションである
。衝撃を感知すると、推進剤が点火されてガスの爆発的放出が生じ、このガスがクッショ
ンに充填されて展開状態になる。この展開状態では、身体の前方移動の衝撃を吸収でき、
ガスの急速排出によりそのエネルギーを消散させる。このような出来事の全体の流れは、
約３０ミリ秒内に起きる。未展開状態では、クッションは、ステアリングコラム内もしく
はその近傍、ダッシュボード内、ドア内、または、前部シートの背面内に格納され、保護
すべき人間または物体に近接して配置されている。
【０００３】
　通常エアバッグ装置と呼ばれる膨張可能クッション装置は、乗物の運転手および乗客を
保護するために従来より使用されている。乗物の運転手を保護するための装置は、一般に
、乗物のステアリングコラム内に取り付けられ、運転手に向かって直に展開可能なクッシ
ョン構造を用いている。これらの運転手側クッションは、一般に、比較的簡単な構成のも
のであって、運転手とステアリングコラムとの間のかなり小さい領域において機能するも
のである。その１つの構成が、１９９６年７月９日に発行されたニールセンらの特許文献
１に開示されており、その教示は参照によりここに組み込まれている。
【０００４】
　前方または側方からの衝撃に対して乗客を保護するのに使用される膨張可能クッション
は、乗物の乗客の位置が明確でなく、かつ、衝突によって乗客が投げ出されてしまうかも
しれない乗物の表面と乗客との間に大きな距離があることから、一般に、より複雑な構成
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を有する。このような環境下で使用される従来のクッションは、ビスホップの特許文献２
、クリックルの特許文献３、ハウソンらの特許文献４、ヤマジらの特許文献５、ウェーナ
ーらの特許文献６、ワタナベらの特許文献７、ウォルナーらの特許文献８、バックハウス
の特許文献９、および、ブフナーらの特許文献１０にそれぞれ開示されている。
【０００５】
　商業的に使用されている制止クッション(restraint cushions)の主なものは、ポリエス
テル、ナイロン６、ナイロン６，６ポリマーなどの材料からなるマルチ合成繊維を用いた
織物材料から形成されている。そのように使用される代表的な織物は、ブロックの特許文
献１１、クラムホイアらの特許文献１２、マンゼルらの特許文献１３、スオボダらの特許
文献１４、ソーラース．Ｊｒの特許文献１５、クラムホイアらの特許文献１６、クラムホ
イアらの特許文献１７、クラムホイアらの特許文献１８、ボワーらの特許文献１９、およ
び、ボーウェンらの特許文献２０にそれぞれ開示されている。グラハムらの特許文献２１
は、２度織り構造のエアバッグクッションを例示するが、狭いななこ織り単一織物層の重
要性について論じていない。
【０００６】
　理解されるであろうように、エアバッグクッション構造の透過性は、膨張と衝撃に続く
急速な収縮の速度を決定するうえで重要な要因である。異なるエアバッグクッションが異
なる目的で使用されている。例えば、あるエアバッグクッションは、自動車のステアリン
グコラム内の運転者保護用膨張モジュール内に装備されている。別のエアバッグクッショ
ンは、前部座席の乗客を保護するものとして用いられ、グローブボックス内またはその近
傍、および／または、その乗客の座席の前のダッシュボード上に装備されている。例えば
ロールオーバークッションのようなさらに別のクッションは、長時間の衝撃からすべての
乗客を保護するために設けられている。これらのタイプの衝突では、目標のエアバッグク
ッションは、乗客に対して大きな度合いの保護を与えるために、（例えば約１０ないし４
０パウンド／平方インチの）高圧力で迅速に膨張させて、比較的高圧力で膨張状態を維持
しなければならない。さらに、このような長時間のエアバッグクッションは、少なくとも
２つの異なる織物または織物端部をシールおよび縫製などして連結することによってつく
られる「枕」形態を有するのが好ましい。膨張時には、連結部間の自由空間が膨張し、こ
れにより所望のクッション性がある「枕」構造がつくられる。このような長時間対応の枕
状構造は、ハラノの特許文献２２におけるエアバッグクッションとして従来技術において
開示されている。
【特許文献１】米国特許第５，５３３，７５５号明細書
【特許文献２】米国特許第５，５２０，４１４号明細書
【特許文献３】米国特許第５，４５４，６９４号明細書
【特許文献４】米国特許第５，４２３，２７３号明細書
【特許文献５】米国特許第５，３１６，３３７号明細書
【特許文献６】米国特許第５，３１０，２１６号明細書
【特許文献７】米国特許第５，０９０，７２９号明細書
【特許文献８】米国特許第５，０８７，０７１号明細書
【特許文献９】米国特許第４，９４４，５２９号明細書
【特許文献１０】米国特許第３，７９２，８７３号明細書
【特許文献１１】米国特許第４，９２１，７３５号明細書
【特許文献１２】米国特許第５，０９３，１６３号明細書
【特許文献１３】米国特許第５，１１０，６６６号明細書
【特許文献１４】米国特許第５，２３６，７７５号明細書
【特許文献１５】米国特許第５，２７７，２３０号明細書
【特許文献１６】米国特許第５，３５６，６８０号明細書
【特許文献１７】米国特許第５，４７７，８９０号明細書
【特許文献１８】米国特許第５，５０８，０７３号明細書
【特許文献１９】米国特許第５，５０３，１９７号明細書
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【特許文献２０】米国特許第５，７０４，４０２号明細書
【特許文献２１】米国特許第５，６５１，３９５号明細書
【特許文献２２】米国特許第５，７８８，２７０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、織物または織物端部の２つ以上の連結部を有する適当かつ効果的なエア
バッグ織物およびクッションを提供するためには、目標のエアバッグクッションからのガ
スまたは空気の望ましくなく、かつ、潜在的に有害な漏れを防止するように、連結部での
継ぎ目の構造的完全性に関して改良する必要があった。従来技術では、その継ぎ目の潜在
的漏れ部をシールするために連結部の縫製継ぎ目上に配置するコーティングの発展、およ
び／または、糸ずれを防止して空気またはガスが漏れる可能性のある開口部をなくすため
に連結部においてエアバッグ織物の個々の繊維を安定して保つためのコーティングの発展
について論じられている。しかしながら、そのようなコーティングは、空気またはガスに
対する必要な障害を与えることにおいて継ぎ目構造に対して補足的なものに過ぎない。強
力で、効果的で、かつ有効な織物構造は、エアバッグクッションに組み込まれる効果的な
エアバッグ織物をまずつくるうえで主たる方法である。
【０００８】
　織り処理だけによってつくられ、かつ、織り構造の空気透過性を減少させた、（サイド
カーテンなどのように）「枕状」室を有する膨張可能な織物（言い換えると、膨張可能な
構造を形成するために縫い合わされていない織物）を作製する試みがなされてきた。例え
ば、最も近い技術として、異なる織物層からなる少なくとも２つの異なる領域を有する膨
張可能な織物構造を開示したソーントンらの米国特許第５，０１１，１８３号がある。特
許権者は、平織りでつくられる二層の織物と複数の異なる織り模様からなる単一層構造と
について論じている。２つの異なる織物層領域の間の中間部は、（織り構造によって指図
される）少なくとも３つの異なる織物密度を出現しなければならず、２つの緩い構造（二
重平織りおよび単一層ななこ織り）は、より堅い構造（単一層平織り）によって隔てられ
ている。このような膨張可能な織物構造の全体は、（特に標準エアバッグコーティング組
成を有するコーティングを施すことによって）サイドカーテンエアバッグクッションにお
ける適当な機能として要求される必要な空気透過性特性を有する。しかしながら、織物密
度の多数の相違は、織物の分離した領域（特に、異なる織物層領域の間の中間部またはそ
の近傍）によって圧力が変化することになり、これによりカーテンエアバッグ用途に要求
される長期の空気透過性を害することにもなるコーティングの完全性を不連続なものにす
る糸ずれが膨張時に発生しやくなる。
【０００９】
　このように織物を改良する試みがなされてきたが、これらは、このような異なる密度を
減少させるというよりはむしろ、織物についての異なる織物密度の数を増加させることに
つながっていた。例えば、平織り構造は、オックスフォード織り模様に接続し、それから
織物の単一層領域の残り部分としてのななこ織り構造または平織り構造のいずれかに接続
する、移行織り模様(transition weave pattern)に隣接する二重層領域で用いられていた
。このような複雑な計画は、最初の問題として、織機の生産を困難にする。第２には、オ
ックスフォード織り領域の利用は、（二重層の糸総量から高密度の単一層織物を製造する
ことの困難性から非常に好ましくない）平模様での織りの可能性を防止する試みにおいて
用いられてきた。しかしながら、織物の単一層の領域が直線でなく、湾曲した構造にしな
ければならない場合、少なくともその湾曲継ぎ目の周囲の領域については平織りになって
しまう。このような場合には、織物の２つの異なる層の間の中間部(interface)は、不規
則であるとともに、望ましくなく、および／または、不規則な数の浮糸(floats)（すなわ
ち、特定数の垂直方向の糸の上または下を通る糸であって、１つの例として３本より多い
このような糸は糸ずれ防止を困難にすることになる）を常につくることになる。これによ
り、結果としての織物は、性能を上げるためにコーティングが施されたとしても、空気透
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過性に対する障害としては非常に好ましくないものになる。第３に、二重層領域と単一層
領域との間の継ぎ目にある個々の糸は、大きな張力がかかることになり、ソーントンらの
教示にあるように糸ずれが非常に起こり易くなる。このような糸ずれがあると、透過性の
利益が害されることになり、製造されたエアバッグ織物は要求どおりに機能しなくなる。
【００１０】
　現在までのところ、これらの問題を解決するとともに一段階の工程で効率的に織ること
ができる方法または織物構造はない。したがって、膨張可能な織物におけるそのような改
良が明らかに必要とされている。
【００１１】
　上記の観点から、本発明の概括的目的は、織物における単一／二重層中間部にななこ織
り継ぎ目を有するすべて織られている膨張可能な織物を提供することにある。また、本発
明の詳細な目的は、織物構造全体を通して多くとも２つの異なる織り密度を有し、（「枕
状」室を形成するために）織物の二重層領域と織物の単一層領域とを有するすべて織られ
ている膨張可能な織物を提供することにある。さらに、本発明の目的は、このような膨張
可能な織物を乗物制止装置のエアバッグクッションとして利用することにある。ここで、
用語「乗物制止装置」は、膨張可能な占有者制止クッションと、（膨張手段、点火手段、
推進剤などの）機械的および化学的構成要素の両方を意味するものとする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　これらの目的を達成するため、および、本発明の目的の従って、ここに具現化され、か
つ、広く説明されるように、本発明は、織物の特定の分離した領域の領域に少なくとも２
つの織物層と、織物の分離した領域に少なくとも１つの狭い単一織物層とを有する膨張可
能な織物を提供する。ここで、前記少なくとも１つの狭い単一織物層は、好ましくは幅が
１２本の糸の偶数本の糸からなるななこ織りだけから形成されており、織物産業の当業者
によく知られているように、前記単一織物層の織り構造は長さが４本ないし８本の糸から
なる２×２のななこ織り模様である。また、本発明は、織物の特定の分離した領域に少な
くとも２つの織物層と、前記織物の分離した領域に少なくとも１つの単一織物層とを有す
る膨張可能な織物であって、前記織物の織り図はすべての横列および縦列において３つよ
り多い連続した横糸なし区画がないことを特徴とする織物を含む。さらに、本発明は、織
物の特定の分離した領域に少なくとも２つの織物層と、前記織物の分離した領域に少なく
とも１つの単一織物層とを有する膨張可能な織物であって、織物構造全体で２つの異なる
織り密度だけが存在することを特徴とする織物に関する。
【００１３】
　用語「膨張可能な織物」は、バッグ物品を形成するためにシールされることができる少
なくとも２層の織物から構成されるすべての織物を含むものとする。したがって、本発明
の膨張可能な織物は、膨張を可能にするために二重層の織物を含むとともに、この織物の
区画の端部のシール部として機能するか、膨張時に目標の織物内に「枕状」室を与えるか
のいずれかのために単一層の織物を含まなければならない。本発明の織物に属するものと
しての「すべて織られている」の用語は、二重織物層および単一織物層を有する膨張可能
な織物が織機によってのみ生産されることを要求する。ウォータージェット式、エアジェ
ット式、ラピア式(rapier)、ドビー式などの織機のタイプがこの目的のために利用可能で
ある。しかしながら、ジャカード織りとドビー織りが最適である。
【００１４】
　構成される織物は、釣り合った、または、釣り合っていない横糸／端部の総数(balance
d or unbalanced pick/end counts)を出現させてもよく、織り構造における主要な要求は
膨張可能な織物の単一層領域がななこ織り模様だけを出現させていることである。これら
の模様は、織り模様において２本の隣接する横糸（または縦糸）の同じ側の周囲に形成さ
れる少なくとも１本の縦糸（または横糸）の配置によってつくられる。結果としての模様
は、次の隣接する横（または縦）糸の反対側に同じ縦（またた横）糸を配置することによ
って「ななこ又は篭」として現れる。このようなななこ織り模様は、好ましくは一度に約
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６本までの偶数本の横（または縦）糸の同じ側の周囲に縦（または横）糸を配置すること
を含んでもよい。
【００１５】
　単一層領域にななこ織り模様を利用することは、膨張可能な織物においてこれまで探究
されていない幾つかの利益を与える。例えば、ななこ織り模様は、単一層領域が湾曲して
いたとしても、単一層領域の全体にわたって一定の「継ぎ目」幅と織り構造とを可能にす
る。上述したように、現在用いられている標準的オックスフォード織りは、湾曲した継ぎ
目の周囲で同じ織り模様として残ることができず、平織り模様になってしまう。また、な
なこ織り継ぎ目模様は、織物構造全体において、平織りの二重層の織物領域と、３本より
多い横糸からなる浮糸がない単一層「継ぎ目」とだけを有する膨張可能な織物の構造を可
能にする。これにより、この織物は、空気透過性が織物の他の部分よりも大きい分離した
領域を有しないことになる。一般に、（ソーントン以前の）従来技術は、一度に６，７本
の横糸からなる浮糸をつくる。織物産業で利用可能なソフトウエアは、織り図においてこ
のような浮糸の「横糸入れ(filling in)」を可能にするが、このような手順は時間がかか
るとともに、織物が示す均衡のとれた空気透過特性を構造全体にわたって提供しない。し
たがって、単一織物層におけるななこ織りの形成は、（図２について後述されるように）
単一織物層と二重織物層との間の中間部での織り構造の不規則性（例えば多数の浮糸）を
防止するように、織物内に配置されなければならない。このようなななこ織りがユーザに
与える別の利益は、第１の「継ぎ目」に隣接する単一層織物（すなわち織物における別の
「継ぎ目」）からなる１つ以上の領域をつくる能力である。このような第２の継ぎ目は、
両方の継ぎ目における個々の糸から圧力を消失させるか、または、前記個々の糸にかかる
負荷を転移させる方法を提供する。したがって、このような利益は、（コーティングに頼
る必要がなく）厳格に織られた織物構造を利用することによって膨張時の有害な糸ずれを
減少させる。二重織物層および単一織物層の両方の領域を有する従来開示または利用され
ていた膨張可能な織物は、２つのななこ織り模様継ぎ目を利用することの可能性について
探究していなかった。さらに、このような２つの継ぎ目構造は、目標の膨張可能な織物に
おいて大きな単一織物層領域を織る必要性をなくする。（サイドカーテンのような）エア
バッグクッションのために「枕状」室をつくる従来技術の織物は、全体領域を（実際にそ
れ自体継ぎ目ではない）単一織物層に織ることで形成されていた。このような手順は、時
間の無駄であり、かつ、実行が困難である。本発明の膨張可能な織物は、この１つの実施
形態では、織物構造に織られた少なくとも２つの非常に狭い単一織物層を必要とするだけ
である（別の好適な実施形態は、単一織物層からなるただ１つの継ぎ目を用いている）。
これら２つの領域内に位置する残りの部分は、所望であれば二重層であてもよい。このよ
うに、本発明の織物は、「枕状」膨張可能織物をつくる改良された、かつ、費用効率のよ
い方法を可能にする。
【００１６】
　膨張可能な織物自体は、ポリエステルやポリアミドのような合成繊維で製造されるのが
好ましいが、特定の情況においては天然繊維が用いられてもよい。好ましくは、織物はナ
イロン６，６で構成される。織物に用いられる個々の糸は、一般に、約４０～約８４０デ
ニール、より好ましくは約１００～約６３０デニールの範囲内である必要がある。
【００１７】
　上述したように、コーティングは、本発明の織物の空気透過性についての必要な補助と
して表面に施されるべきである。本発明の織物の１つの好適な最終使用形態は、（カーテ
ンがかなりの時間にわたって乗客を保護しなければならない場合である転覆のような）衝
突事故の際に非常に低い空気透過性を維持しなければならないサイドカーテンエアバッグ
としてであり、許容される空気透過性の減少が非常に望まれる。シリコン、ポリウレタン
、ポリアミド、ポリエステル、（例えばネオプレンのような）ゴムなどのいかなる標準的
なコーティングがこの目的のために使用されてもよく、どのような方法およびどのような
量で織物の表面に塗布されてもよい。
【００１８】
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　本発明のさらなる目的および利点は、以下の説明において部分的に示されて明らかにな
るであろうし、本発明の実施によって認識されてもよい。上述した概括的説明および後述
する好適な実施形態の詳細な説明は、例示的で、かつ、説明のためだけのものであり、請
求の範囲に示される本発明の範囲を制限するものとして見るべきではないことを理解すべ
きである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１には、二重織物層１２，１４，１８，２０，２４，２６および単一織物層１６，２
２からなる本発明にかかる膨張可能な織物１０の好適な構造の断面が示されている。横糸
２８は、個々の縦糸３８，４０，４２，４４が織られている各織物層領域１２，１４，１
６，１８，２０，２２，２４，２６において上下にある。二重織物層１２，１４，１８，
２０，２４，２６は平織り模様で織られている。単一織物層１６，２２はななこ織り模様
で織られている。この好適な構造では４本の横糸が各ななこ織り模様にそれぞれ通してあ
るが、単一織物層領域（継ぎ目(seams)）１６，２２では２本ないし１２本のいずれの本
数の横糸が用いられてもよい。中間の二重織物層領域１８，２０は平織り模様に４本の横
糸をそれぞれ含んでいる。単一織物層領域１６，２２にある中間横糸２８の数は、これら
２つの継ぎ目１６，２２において利益がある最大の圧力を与えるために、２本の倍数であ
る必要があり、これにより二重織物層領域１２，１４，２４，２６を有する継ぎ目１６，
２２の中間部(interfaces)での膨張の際に糸ずれ(yarn shifting)が生じる可能性を最小
限にできる。

【００２０】
　図２は、継ぎ目として２つの不規則な形状の同心円を有する本発明にかかる織物の織り
図(weaving diagram)３０を示す。この図はまた、織物内のななこ織り模様の配置におけ
る必要な選択基準についての一般的な説明を提供する。３つの異なるタイプの模様は、異
なる色合いで図に表されている。第１の部分３２は（例えば図１の部分１２，１４，１８
，２０，２４，２６などの）二重織物層における反復平織り模様を示す。この二重織物層
は、４Ｘ＋１（ここでＸは図における横糸配置(pick arrangement)の数を表す）の縦糸方
向の位置および４Ｘ＋１の横糸方向(fill direction)の位置で常に始められなければなら
ない（したがって、特定の２層平織り区画３２を含む横糸配置は両方向においてそれ以下
の４つの空間区画(block four spaces)で始まる）。第２の部分３４は、「上下(up-down)
」ななこ織りを示す。この部分では、空白区画が必ず存在するとともに、（図１において
符号１６，２２で示されるような）継ぎ目が望まれるときに４Ｘ＋１（ここでＸは図にお
ける横糸配置の数を表す）の縦糸方向の位置および４Ｘ＋１の横糸方向の位置でななこ織
り模様を常に始めなければならない（したがって、適当な「上下」区画３４を含む模様は
、縦糸方向および横糸方向の両方向におけるそれ以下の４つの空間においてななこ織りの
横糸配置の中に空白区画を含む）。（図１において符号１６および２２で示されるような
）単一織物層についての「下上(down-up)」ななこ織り模様である残りの模様は、特別の
色合いの区画３６で示される。この模様は、継ぎ目が望まれるときには、４Ｘ＋１の縦糸
方向の位置および４Ｘ＋３の横糸方向の位置、または、４Ｘ＋３の縦糸方向の位置および
４Ｘ＋１の横糸方向の位置で常に始まらなければならない。このような互いに異なる「上
下」ななこ織り３４と「下上」ななこ織り３６との特定配置は、目標の織物構造内に３本
以下の浮糸(floats)（すなわち空白区画）が同時に存在する連続反復織物構造を実現する
ために必要である。さらに、膨張可能な織物の分野においてこのような着想の開示や探究
はこれまで無かったものであると確信する。
【００２１】
　本発明にかかる特定の実施形態について図示および説明されてきたが、本発明はそれに
限定されるものでなく、改良がなされてもよいし、本発明の原理を用いた他の実施形態が
その技術分野の当業者であれば確実に想到されるであろうことを理解されるべきである。
このような改良は、それに限定されないものの、本発明の織物における上述した２つの模
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様の組み合わせの逆、反射または分派のものを作製する能力を含む。したがって、添付の
請求の範囲は、その精神および範囲内にある本発明の改良および他の実施形態を含むこと
を企図するものである。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明は、膨張可能な織物に関するもので、例えば、サイドカーテンエアバッグ等に用
いられるエアバッグクッションなど、織物膨張が望まれるか又は必要とされる多数および
種々の用途において、有効に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】それぞれ好適な二重層領域と２つの隔たった単一層領域を含む単一層領域とを示
す本発明のすべて織られている膨張可能な織物の断面図。
【図２】反復平織りおよびななこ織り４本横糸配置を用いて形成した好適な反復横糸模様
を示す織り図。
【符号の説明】
【００２４】
　１２，１４，１８，２０，２４，２６　二重織物層
　１６，２２　単一織物層
　２８　横糸
　３０　織り図

【図１】

【図２】
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